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三
島
由
紀
夫
「
卒
塔
婆
小
町
」
論

―
舞
台
の
二
重
構
造
と
占
領
空
間
―

霍
　
　
　
思
　
静

は
じ
め
に

　

三
島
由
紀
夫
の
戯
曲
「
卒
塔
婆
小
町
」（『
群
像
』
一
九
五
二
年
一
月
）
は

『
近
代
能
楽
集
』
の
三
作
目
で
あ
る
。「『
近
代
能
楽
集
』
の
中
の
傑
作
で
あ
る

の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
新
劇
の
最
高
峰
の
一
つ（（
（

」
と
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
が

絶
賛
し
た
よ
う
に
、
本
作
は
『
近
代
能
楽
集
』
の
内
で
も
っ
と
も
上
演
回
数

が
多
く
評
価
も
高
い
。
公
園
で
吸
殻
を
数
え
る
老
婆
は
、
か
つ
て
は
小
町
と

呼
ば
れ
る
美
女
で
あ
っ
た
。
自
分
を
美
し
い
と
ほ
め
た
男
が
み
ん
な
死
ん
だ
、

と
若
い
詩
人
に
告
げ
た
と
き
、
公
園
は
昔
の
鹿
鳴
館
に
一
転
し
、
老
婆
と
詩

人
は
ワ
ル
ツ
を
踊
る
。
詩
人
に
は
深
草
少
将
の
意
識
が
憑
き
、「
君
は
美
し

い
」
と
告
げ
て
息
絶
え
る
と
、
老
婆
は
再
び
公
園
の
ベ
ン
チ
で
吸
殻
を
数
え

て
い
く
。

　

謡
曲
か
ら
翻
案
さ
れ
た
「
卒
塔
婆
小
町
」
は
、
三
島
の
自
作
解
説
に
よ
れ

ば
、「
韻
律
を
も
た
な
い
日
本
語
に
よ
る
一
種
の
詩
劇
の
試
み
」
で
あ
る
と
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
時
間
と
空
間
を
超
越
し
た
詩
の
ダ
イ
メ
ン
シ
ョ
ン
を
舞

台
に
実
現
」
す
べ
く
、
自
由
に
時
間
と
空
間
を
超
え
る
能
楽
の
特
質
を
生
か

し
、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
現
代
化
し
た
作
品
で
あ
る（（
（

。
本
作
の
特
徴
は
、

夜
の
公
園
が
八
十
年
前
の
鹿
鳴
館
に
変
貌
し
、
最
後
に
再
び
公
園
に
戻
る
と

い
う
時
間
的
・
空
間
的
な
二
重
構
造
に
認
め
ら
れ
る
。
舞
台
の
構
造
の
み
な

ら
ず
、
人
物
の
造
形
に
も
二
重
性
が
あ
る
。
老
婆
と
詩
人
は
、
劇
中
で
そ
れ

ぞ
れ
小
町
と
深
草
少
将
の
役
を
演
じ
な
が
ら
戯
曲
を
進
行
さ
せ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

先
行
研
究
に
は
、
謡
曲
「
卒
都
婆
小
町
」
と
比
較
す
る
も
の（（
（

、
三
島
自
身

が
述
べ
た
「
詩
劇
の
試
み
」
を
視
点
と
す
る
も
の（（
（

、
あ
る
い
は
追
っ
て
紹
介

し
て
ゆ
く
が
、
作
品
発
表
時
を
視
座
に
し
た
考
察
が
あ
る
。
堂
本
正
樹
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
本
作
の
執
筆
期
間
は
「
朝
鮮
戦
争
苛
烈
化
で
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
元
帥
が
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
に
解
任
さ
れ
た
頃
に
あ
た
る
。
元
帥
は
前

線
の
膠
着
状
態
に
業
を
煮
や
し
、
原
爆
の
投
下
を
考
え
て
い
た
と
い
う
。
正

に
一
触
即
発
の
危
機
の
時
代（（
（

」
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
時
代
の
状
況
下
で
占

領
の
問
題
が
改
め
て
喚
起
さ
れ
た
が
、
そ
れ
と
本
作
と
の
関
連
性
を
具
体
的

に
論
じ
た
研
究
は
管
見
に
は
入
ら
な
か
っ
た
。

　

占
領
終
結
後
に
執
筆
さ
れ
た
短
編
小
説
「
江
口
初
女
覚
書
」（『
別
冊
文
藝

春
秋
』
一
九
五
三
年
四
月
）
と
「
鍵
の
か
か
る
部
屋
」（『
新
潮
』
一
九
五
四

年
七
月
）
は
、
松
本
徹
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
占
領
下
の
深
刻
な
自
覚
か
ら
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生
ま
れ
た
双
生
児
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る（（
（

。
こ
の
二
作
に
お
け
る
「
無

秩
序
」
と
「
虚
偽
」
が
「
占
領
期
と
、
そ
れ
以
降
の
日
本
の
在
り
方
に
対
す

る
、
三
島
の
基
本
的
な
認
識
で
あ
っ
た
」
と
松
本
は
指
摘
し
て
い
る（（
（

。
戯
曲

で
は
、
や
や
時
代
は
下
り
、
反
安
保
闘
争
が
高
ま
っ
た
一
九
五
九
年
、
G
H
Q

政
治
局
次
長
ケ
ー
デ
ィ
ス
大
佐
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
女
は
占
領
さ
れ
な
い
」

（『
声
』
一
九
五
九
年
一
〇
月
）
が
発
表
さ
れ
、
占
領
を
主
題
と
し
た
戯
曲
の

代
表
作
と
な
っ
て
い
る（（
（

。
だ
が
、
三
島
戯
曲
の
研
究
に
お
い
て
占
領
問
題
は

見
過
ご
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

本
稿
は
、
作
品
の
現
在
時
を
捉
え
直
し
、
明
治
開
化
期
の
鹿
鳴
館
と
戦
後

の
公
園
と
い
う
二
重
構
造
を
設
け
た
「
卒
塔
婆
小
町
」
の
舞
台
設
定
を
手
掛

か
り
に
、
三
島
戯
曲
に
お
け
る
鹿
鳴
館
の
表
象
と
そ
こ
に
隠
さ
れ
た
占
領
の

時
代
状
況
を
探
る
試
み
で
あ
る
。

一
　
表
象
と
し
て
の
鹿
鳴
館
と
日
比
谷
公
園

　

戯
曲
の
冒
頭
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
オ
ペ
レ
ッ
タ
風
の
極
め
て
俗
悪

且
つ
常
套
的
な
舞
台
」
で
あ
る
。
劇
中
の
現
実
世
界
の
公
園
は
、
昔
の
鹿
鳴

館
に
様
変
わ
り
し
、
最
後
は
再
び
公
園
に
戻
っ
て
ゆ
く
。
ト
書
き
が
「
ワ
ル

ツ
の
曲
、
徐
々
に
音
高
し
。
背
景
の
黒
幕
を
ひ
ら
か
る
ゝ
や
、
庭
に
面
し
た

る
鹿
鳴
館
の
背
景
、
お
ぼ
ろ
け
に
あ
ら
は
る
」
と
指
示
す
る
と
こ
ろ
か
ら
舞

台
は
一
転
し
、
乞
食
の
老
婆
は
い
わ
ゆ
る
「
あ
そ
ば
せ
言
葉
」
を
操
っ
て
小

町
を
演
じ
て
い
く
。

　

な
ぜ
戦
後
の
公
園
が
鹿
鳴
館
の
光
景
に
様
変
わ
り
す
る
の
か
。
明
治
一
六

年
に
竣
工
さ
れ
た
鹿
鳴
館
は
、
欧
化
政
策
を
進
め
る
た
め
に
建
築
さ
れ
た
西

洋
館
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
い
つ
わ
り
の
政
治
性
の
象
徴
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

す
で
に
多
く
の
言
及
が
あ
る
た
め
贅
言
を
要
さ
な
い
が
、
浅
薄
な
欧
化
の
象

徴
と
し
て
否
定
的
に
評
価
さ
れ
る
の
が
従
来
の
共
通
了
解
で
あ
る
。
三
島
の

戯
曲
群
を
眺
め
る
と
、
鹿
鳴
館
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、「
卒
塔
婆
小
町
」
の
ほ

か
、「
綾
の
鼓
」（『
中
央
公
論
』
一
九
五
一
年
一
月
）
と
「
鹿
鳴
館
」（『
文
学

界
』
一
九
五
六
年
一
二
月
）
に
お
い
て
も
選
択
的
に
反
復
さ
れ
て
い
る
。
と

く
に
「
鹿
鳴
館
」
は
、
文
学
座
や
新
派
で
上
演
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
映
画

化
も
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
関
礼
子
は
、
三
島
作
品
ひ
い
て
は
文
学
に
と
ど

ま
ら
ず
「
多
彩
な
メ
デ
ィ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
現
象
」
を
も
た
ら
し
て
き
た
「
鹿

鳴
館
と
い
う
表
象
」
が
、
そ
れ
と
反
比
例
す
る
か
の
よ
う
に
、「
軽
薄
さ
の
た

め
に
批
判
さ
れ
た
も
の
」
と
し
て
固
定
的
に
意
味
づ
け
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る

と
指
摘
す
る（（
（

。

　

三
島
の
「
鹿
鳴
館
」
を
論
じ
た
井
上
隆
史
は
、
常
に
「
上
演
時
の
あ
た
り

ま
え
の
時
空
間
と
は
ま
っ
た
く
別
の
枠
組
み
が
前
提
と
し
て
用
意
さ
れ
て
い

る
」
と
三
島
戯
曲
の
特
徴
を
論
じ
、「
明
治
十
六
年
に
鹿
鳴
館
が
竣
工
し
て
か

ら
井
上
馨
が
外
務
大
臣
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
る
ま
で
の
四
年
間
（
鹿
鳴
館
時

代
）
も
、
や
は
り
一
つ
の
異
時
間
、
異
空
間
と
い
う
枠
組
み
た
り
う
る
」
と

指
摘
し
て
い
る（（1
（

。
す
な
わ
ち
三
島
戯
曲
の
鹿
鳴
館
と
い
う
舞
台
設
定
は
「
異

時
間
、
異
空
間
」
を
喚
起
す
る
「
枠
組
み
」
で
あ
り
、
自
由
に
時
間
と
空
間

を
転
換
す
る
装
置
と
し
て
機
能
す
る
。
一
方
で
、
三
島
自
身
の
言
葉
を
借
り

れ
ば
、「
鹿
鳴
館
時
代
は
当
時
の
錦
絵
や
川
柳
に
よ
れ
ば
、
ま
こ
と
に
滑
稽
で

グ
ロ
テ
ス
ク
で
、
一
場
の
開
化
の
猿
芝
居
で
あ
つ
た
ら
し
い
が
、
今
わ
れ
わ

れ
が
舞
台
の
上
に
見
る
こ
の
父
祖
の
時
代
は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ヤ
に
彩
ら
れ
て
、

日
本
近
代
史
上
ま
れ
に
見
る
花
や
か
な
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
時
代
と
映
」
り
、

「
或
る
現
実
の
時
代
を
変
改
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
現
実
と
ち
が
つ
た
も
の
に

作
り
変
へ
て
、
そ
れ
を
固
定
し
て
し
ま
ふ
作
業
こ
そ
、
作
家
の
仕
事
」
で
あ

る
（
（1
（

。
こ
の
よ
う
に
「
現
実
の
時
代
を
変
改
」
し
た
鹿
鳴
館
の
表
象
は
、「
卒
塔
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婆
小
町
」
の
場
合
、
も
う
一
つ
の
舞
台
設
定
、
す
な
わ
ち
戦
後
の
公
園
を
踏

ま
え
て
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

戯
曲
の
現
在
時
は
、「
公
園
の
一
角
。
客
席
の
円
心
に
向
ひ
て
半
円
を
ゑ
が

き
て
排
列
さ
る
ゝ
五
つ
の
ベ
ン
チ
、
街
灯
、
棕
梠
の
樹
な
ど
、
よ
き
と
こ
ろ

に
あ
り
。
う
し
ろ
に
は
黒
幕
を
垂
る
」
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
公
園
は
、

巡
査
が
「
ふ
ん
、
お
い
、
そ
こ
で
焚
火
を
し
ち
や
い
か
ん
つ
た
ら
」
と
巡
回

す
る
雑
多
な
場
所
で
あ
る
。
そ
の
モ
デ
ル
は
、
上
野
公
園
で
あ
る
と
す
る
説

が
優
勢
で
あ
る
。
石
沢
秀
二
は
「
戦
後
の
焼
け
跡
も
ま
だ
残
っ
て
い
る
で
あ

ろ
う
上
野
公
園
辺
り
の
一
角
」
と
し
、
ま
た
堂
本
正
樹
も
「
当
時
浮
浪
者
の

メ
ッ
カ
だ
っ
た
上
野
公
園
ら
し
い（（1
（

」
と
舞
台
設
定
に
言
及
し
た
。
そ
れ
は
、

煙
草
の
吸
い
殻
を
拾
う
乞
食
の
老
婆
が
登
場
す
る
雑
多
な
公
園
の
性
格
を
踏

ま
え
た
解
釈
で
あ
る
。

　

対
し
て
、
本
作
を
論
じ
た
高
橋
和
幸
は
、「
こ
の
公
園
は
、
日
比
谷
公
園
を

想
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
千
代
田
区
内
幸
町
一
丁
目
、
日
比
谷

公
園
の
、
日
比
谷
通
り
を
隔
て
た
東
に
、「
鹿
鳴
館
跡
」
の
碑
が
あ
る
」
と
指

摘
し
て
い
る（（1
（

。
本
稿
も
ま
た
、「
卒
塔
婆
小
町
」
の
公
園
は
、
地
理
的
な
位
置

関
係
に
照
ら
し
て
現
在
の
日
比
谷
公
園
で
あ
る
と
す
る
説
を
採
り
、
そ
こ
に

上
野
公
園
の
イ
メ
ー
ジ
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
い
る
と
考
え
る
。
日
比
谷
公
園
は
、

鹿
鳴
館
跡
の
向
い
に
あ
る
日
本
初
の
都
市
洋
風
公
園
で
あ
る
。
ト
書
で
「
客

席
の
円
心
に
向
ひ
て
半
円
を
ゑ
が
き
て
排
列
さ
る
ゝ
五
つ
の
ベ
ン
チ
」
と
設

定
さ
れ
た
「
円
心
」
と
「
半
円
」
は
、
日
比
谷
公
園
に
あ
る
円
形
の
噴
水
と

扇
形
の
音
楽
堂
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

　

日
本
の
近
代
化
の
成
果
を
象
徴
す
る
日
比
谷
公
園
は
、
ド
イ
ツ
に
学
ん
だ

本
多
静
六
の
設
計
に
よ
っ
て
明
治
三
六
年
六
月
一
日
に
開
園
し
た
。
当
時
後

進
国
ド
イ
ツ
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
遅
れ
と
欠
如
の
意
識
が
働
き
、
文

明
装
置
・
都
市
装
置
と
し
て
都
市
公
園
が
造
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
モ
デ
ル

に
し
た
日
比
谷
公
園
も
、
白
幡
洋
三
郎
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
他
者
と
比
較
し

て
の
「
遅
れ
」
や
「
欠
如
」
の
意
識
を
も
と
に
し
た
「
欧
化
」」
と
い
う
性
格

を
備
え
て
い
る（（1
（

。

　

他
方
、
木
谷
真
紀
子
が
指
摘
す
る
通
り
、
太
平
洋
戦
争
戦
中
に
は
戦
後
の

公
園
は
多
く
が
戦
災
死
者
の
遺
体
処
理
と
い
う
埋
葬
機
能
を
果
た
し
て
お
り（（1
（

、

日
比
谷
公
園
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
西
島
雄
造
に
よ
れ
ば
、
園
内
の

松
本
楼
は
海
軍
の
将
校
宿
舎
と
し
て
占
用
さ
れ
、
終
戦
後
の
九
月
か
ら
米
軍

の
占
領
軍
が
始
ま
る
と
、
G
H
Q
に
接
収
さ
れ
た
。
六
年
半
の
占
領
を
経
て

接
収
解
除
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
五
一
年
一
一
月
の
こ
と
で
あ
り（（1
（

、
こ
れ
は

「
卒
塔
婆
小
町
」
の
執
筆
期
間
と
重
な
る
。
こ
う
し
た
時
期
的
な
対
応
関
係

も
、
本
作
の
公
園
を
日
比
谷
公
園
と
す
る
こ
と
の
傍
証
と
な
る
だ
ろ
う
。
思

想
的
政
治
的
な
空
間
で
あ
る
日
比
谷
公
園
を
鹿
鳴
館
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ

せ
る
と
こ
ろ
に
、
本
作
の
舞
台
設
定
の
問
題
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
作
発
表
の
三
年
後
、
堀
田
善
衛
は
小
説
「
記
念
碑
」（『
中
央
公
論
』
一

九
五
五
年
五
～
八
月
）
を
発
表
し
た
。
戦
時
中
の
外
交
官
未
亡
人
を
主
人
公

に
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
の
続
編
『
奇
妙
な
青
春
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
五

六
年
）
は
、
G
H
Q
に
よ
る
占
領
下
の
日
本
を
舞
台
に
物
語
を
展
開
し
て
い

る
。
こ
の
堀
田
の
作
品
に
関
し
て
、
三
島
は
こ
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

　

終
戦
後
の
占
領
時
代
は
、
ち
よ
つ
と
鹿
鳴
館
時
代
に
似
て
ゐ
た
。
堀

田
善
衛
氏
の
小
説
に
は
、
G
H
Q
と
関
係
の
あ
つ
た
貴
婦
人
た
ち
が
登

場
す
る
が
、
も
つ
と
も
現
代
の
は
う
は
、
階
級
の
没
落
も
伴
つ
て
卑
し

げ
で
あ
つ
て
、
鹿
鳴
館
時
代
の
や
う
に
、
外
人
に
阿
諛
を
呈
し
な
が
ら

も
、
一
方
新
興
国
家
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
、
古
い
封
建
的
矜
持
と
を
ふ
た
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つ
な
が
ら
そ
な
へ
て
ゐ
た
の
と
は
、
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い（（1
（

。

　

後
年
、
三
島
が
執
筆
し
た
四
幕
物
「
女
は
占
領
さ
れ
な
い
」
は
、「
G
H
Q

と
関
係
の
あ
つ
た
貴
婦
人
た
ち
が
登
場
す
る
」
点
で
、
堀
田
の
『
奇
妙
な
青

春
』
か
ら
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。
こ
こ
で
注
目
し
た

い
の
は
、
三
島
が
終
戦
後
の
占
領
時
代
を
、
鹿
鳴
館
時
代
に
似
た
も
の
と
し

て
認
識
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
磯
田
光
一
は
『
鹿
鳴
館
の
系
譜　

近
代
日
本

文
芸
史
誌
』（
文
芸
春
秋
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
）
に
お
い
て
、
三
島
と
同
じ

く
戦
後
の
占
領
期
を
「
鹿
鳴
館
時
代（（1
（

」
と
定
位
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
磯
田

の
見
立
て
に
よ
れ
ば
、
明
治
時
代
の
条
約
改
正
で
鹿
鳴
館
主
人
の
井
上
馨
が

直
面
し
た
問
題
は
、
戦
後
の
占
領
下
の
吉
田
茂
が
直
面
し
た
憲
法
改
正
の
問

題
と
極
め
て
相
似
し
て
お
り
、
吉
田
茂
は
井
上
の
「
果
た
せ
な
か
っ
た
内
政

刷
新
を
占
領
軍
の
力
を
か
り
て
お
こ
な
っ
た
」
政
治
家
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

磯
田
は
次
の
よ
う
に
鹿
鳴
館
時
代
を
論
じ
て
い
る
。

　

か
つ
て
鹿
鳴
館
文
化
は
軽
薄
さ
の
た
め
に
断
罪
さ
れ
た
。
そ
の
軽
薄

を
批
判
す
る
の
は
い
い
が
、
日
本
人
が
鹿
鳴
館
文
化
を
こ
そ
生
き
た
と

い
う
こ
と
は
、
動
か
し
が
た
い
歴
史
の
現
実
で
あ
り
、
そ
れ
が
現
在
で

は
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
も
っ
て
さ
え
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
い
え
ば
、
軽
薄
な
は
ず
の
西
洋
文
明
の
移
入
が
、
一
世
紀
に
わ

た
る
持
続
を
通
じ
て
お
の
ず
か
ら
伝
統
を
形
づ
く
り
、
日
本
人
の
美
意

識
ま
で
も
変
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
だ（（1
（

。

　

磯
田
の
理
解
は
、「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ヤ
に
彩
ら
れ
」
た
「
花
や
か
な
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
」
も
の
と
し
て
鹿
鳴
館
文
化
を
と
ら
え
る
三
島
の
認
識
と
ほ
ぼ
一

致
し
て
い
る
。
近
代
の
日
本
人
が
「
鹿
鳴
館
文
化
を
こ
そ
生
き
た
」
と
い
う

の
が
、
三
島
の
認
識
を
譲
り
受
け
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。「
卒
塔
婆
小
町
」

を
論
じ
た
堂
本
正
樹
が
「
そ
こ
に
三
島
の
、「
近
代
」
に
対
す
る
解
釈
が
あ

る
（
（2
（

」
と
示
唆
す
る
の
も
そ
れ
に
関
わ
る
で
あ
ろ
う
。

　

講
和
条
約
調
印
の
一
九
五
一
年
九
月
は
、「
前
年
の
九
月
頃
一
度
書
き
、
後

で
直
し
た
ら
し
い（（2
（

」
と
さ
れ
る
「
卒
塔
婆
小
町
」
の
執
筆
期
間
に
契
合
す
る
。

日
比
谷
公
園
は
、
第
一
の
開
国
＝
鹿
鳴
館
期
と
第
二
の
開
国
＝
占
領
期
と
を

重
ね
合
わ
せ
、
二
重
化
さ
れ
た
占
領
空
間
を
背
負
っ
た
本
作
の
舞
台
装
置
と

な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
舞
台
に
現
れ
る
「
火
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
舞
踏

会
の
表
象
に
つ
い
て
、
以
下
に
解
明
を
試
み
て
い
く
。

二
　
火
の
イ
メ
ー
ジ

　

作
品
の
冒
頭
、「
見
る
も
い
ま
は
し
き
乞
食
の
老
婆
」
が
、
タ
バ
コ
の
吸
い

殻
を
拾
い
な
が
ら
登
場
し
て
く
る
。

老
婆　

ち
ゆ
う
ち
ゆ
う
た
こ
か
い
な
、
ち
ゆ
う
ち
ゆ
う
た
こ
か
い
な
、
…
…

（
一
本
を
街
灯
に
か
ざ
し
つ
ゝ
、
そ
の
吸
殻
の
や
ゝ
長
き
を
見
て
、
左
方

の
一
組
の
男
に
火
を
借
り
に
ゆ
き
、
し
ば
ら
く
吸
ふ
。
短
か
く
な
り
し

を
、
も
み
消
し
て
、
紙
上
に
投
じ
、
又
か
ぞ
へ
は
じ
む
）
…
…
ち
ゆ
う

ち
ゆ
う
た
こ
か
い
な
、
ち
ゆ
う
ち
ゆ
う
た
こ
か
い
な
、
と
。

　

右
の
引
用
は
、
拾
っ
た
モ
ク
の
数
を
数
え
て
い
る
老
婆
の
最
初
の
セ
リ
フ

で
あ
る
。
木
谷
真
紀
子
は
戦
後
の
世
相
と
社
会
情
勢
を
た
ど
り
な
が
ら
、
本

作
が
発
表
さ
れ
た
一
九
五
二
年
前
後
に
は
「
拾
っ
た
モ
ク
か
ら
作
ら
れ
る
味

の
悪
い
シ
ケ
モ
ク
は
ほ
と
ん
ど
需
要
が
な
か
っ
た
」
た
め
、「
モ
ク
拾
い
」
は
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「
生
活
や
収
入
に
直
接
的
な
意
味
を
持
た
な
」
か
っ
た
こ
と
、
売
れ
な
い
モ
ク

を
拾
う
老
婆
と
売
れ
な
い
詩
を
書
く
詩
人
が
「
非
生
産
的
な
〈
仕
事
〉
を
持

つ
点
で
共
通
し
て
」
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
モ
ク
拾
い
と
い
う
商
売
は
、
形

而
上
に
生
き
る
老
婆
の
人
生
の
縮
図
」
で
あ
る
と
論
ず
る（（2
（

。
つ
ま
り
、
木
谷

は
一
九
五
〇
年
の
タ
バ
コ
配
給
制
度
廃
止
や
進
駐
軍
と
朝
鮮
戦
争
の
帰
休
兵

に
よ
る
洋
モ
ク
の
横
流
な
ど
と
い
っ
た
社
会
情
勢
に
基
づ
き
、
老
婆
の
モ
ク

拾
い
と
い
う
行
為
の
現
実
的
商
業
的
な
意
味
を
否
定
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
三
島
が
「
終
戦
後
の
占
領
時
代
は
、
ち
よ
つ
と
鹿
鳴
館
時
代
に
似

て
ゐ
た
」
と
語
っ
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
作
品
の
現
在
時
は
発
表
さ
れ
た

一
九
五
二
年
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
占
領
時
代
で
あ
る
と
本
稿
は
主
張
し

た
い
。
闇
取
引
の
取
締
り
が
強
化
さ
れ
た
四
八
年
に
は
、「
上
野
駅
で
、
孤
児

た
ち
が
集
め
て
き
た
洋
モ
ク
と
い
わ
れ
た
外
国
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら
を
ほ
ぐ

し
、
紙
巻
き
タ
バ
コ
を
つ
く
る
女
」
が
出
現
し
て
お
り
、「
こ
の
「
巻
き
直

し
」
が
十
本
五
円
で
売
れ
た
」
と
い
う（（2
（

。
モ
ク
拾
い
が
こ
の
時
代
を
象
徴
す

る
仕
事
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
乞
食
の
老
婆
は
、
モ
ク
拾
い
を
生
業

と
す
る
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
代
に
強
い
ら
れ
た
転

落
の
境
遇
の
な
か
で
生
き
る
女
を
表
象
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

　

対
し
て
、
う
す
汚
れ
た
若
い
詩
人
が
、
酩
酊
の
体
で
吸
殻
を
拾
う
乞
食
の

老
婆
を
見
戍
っ
て
、
毎
晩
「
坐
つ
て
ゐ
る
人
を
追
い
出
し
て
ベ
ン
チ
に
坐
る
」

老
婆
へ
の
不
満
を
語
る
。
詩
人
は
「
愛
し
合
つ
て
ゐ
る
若
い
人
た
ち
、
彼
ら

の
目
に
映
つ
て
ゐ
る
も
の
、
彼
ら
が
見
て
ゐ
る
百
倍
も
美
し
い
世
界
」
を
「
尊

敬
」
し
て
い
る
。「
恋
人
と
二
人
で
こ
れ
に
腰
か
け
る
と
、
地
球
の
半
分
の
あ

ら
ゆ
る
町
の
灯
り
が
見
え
る
」
と
い
う
風
景
に
対
し
て
、
詩
人
は
「
ベ
ン
チ

の
上
に
立
上
り
」、「
む
か
う
の
は
う
に
も
ベ
ン
チ
が
沢
山
見
え
る
。
懐
中
電

気
を
ふ
り
ま
は
し
て
ゐ
る
奴
が
見
え
る
。
あ
り
や
あ
お
巡
り
だ
な
。
そ
れ
か

ら
焚
火
が
見
え
る
。
乞
食
が
火
に
当
つ
て
ゐ
る
」
と
い
う
。
詩
人
が
見
て
い

る
の
は
、「
焚
火
」「
火
」「
巡
査
」「
乞
食
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
た
公
園
の
リ
ア
ル
な
風
景
で
あ
る
。

詩
人　

だ
か
ら
よ
、
僕
は
い
つ
も
こ
の
ベ
ン
チ
を
侵
略
し
な
い
。
お
婆
さ

ん
や
僕
が
こ
い
つ
を
占
領
し
て
ゐ
る
あ
ひ
だ
、
こ
の
ベ
ン
チ
は
つ
ま
ら

な
い
木
の
椅
子
さ
。
あ
の
人
た
ち
が
坐
れ
ば
、
こ
の
ベ
ン
チ
は
思
ひ
で

に
も
な
る
、
火
花
を
散
ら
し
て
人
が
生
き
て
ゐ
る
温
か
み
で
、
ソ
フ
ァ
ー

よ
り
も
つ
と
温
か
く
な
る
。
こ
の
ベ
ン
チ
が
生
き
て
く
る
ん
だ
。
…
…

お
婆
さ
ん
が
さ
う
し
て
坐
つ
て
る
と
、
こ
い
つ
は
お
墓
み
た
い
に
冷
た

く
な
る
。
卒
塔
婆
で
作
つ
た
ベ
ン
チ
み
た
い
だ
。

　

恋
人
た
ち
が
坐
る
と
、
木
の
ベ
ン
チ
は
「
火
花
を
散
ら
し
て
人
が
生
き
て

ゐ
る
温
か
み
で
、
ソ
フ
ァ
ー
よ
り
も
つ
と
温
か
く
な
る
」
と
詩
人
が
い
う
。

対
し
て
老
婆
は
「
青
葉
の
か
げ
を
透
か
す
灯
り
で
、
あ
い
つ
ら
の
顔
が
ま
つ

蒼
に
み
え
る
。
男
も
女
も
目
を
つ
ぶ
つ
て
ゐ
る
。
そ
ら
、
あ
い
つ
ら
は
死
人

に
見
え
や
し
な
い
か
い
。
あ
あ
や
つ
て
る
あ
ひ
だ
、
あ
い
つ
ら
は
死
ん
で
る

ん
だ
」
と
詩
人
に
反
駁
す
る
。
そ
の
後
、
ベ
ン
チ
に
坐
っ
て
い
る
男
女
が
退

場
す
る
。

老
婆　

や
つ
と
あ
い
つ
ら
は
生
き
返
つ
た
ね
。

詩
人　

花
火
が
消
え
た
ん
だ
、
生
き
返
つ
た
ど
こ
ろ
ぢ
や
な
い
。

　

詩
人
が
希
求
し
て
い
る
恋
愛
の
陶
酔
は
、「
火
花
を
散
ら
し
て
人
が
生
き
て
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ゐ
る
温
か
み
」
や
「
花
火
が
消
え
た
ん
だ
、
生
き
返
つ
た
ど
こ
ろ
ぢ
や
な
い
」

と
い
う
セ
リ
フ
が
示
す
よ
う
に
、「
花
火
」
に
た
と
え
ら
れ
て
い
る
。
作
中
に

は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
乞
食
が
火
に
当
つ
て
ゐ
る
」
と
こ
ろ
か
ら
、
現

在
の
季
節
は
晩
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
詩
人

の
セ
リ
フ
の
中
で
比
喩
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
「
花
火
」
は
、
現
実
の
冬
の

「
焚
火
」
と
対
照
的
な
構
図
を
な
す
。「
花
火
」
は
先
に
引
用
し
た
詩
人
の
セ

リ
フ
に
の
み
現
れ
る
が
、「
焚
火
」
へ
の
言
及
が
あ
る
の
は
、
幕
切
れ
に
お
い

て
巡
査
が
公
園
の
焚
火
を
止
め
た
と
き
で
あ
る
。
一
瞬
の
光
を
放
つ
「
花
火
」

が
、「
こ
の
世
に
あ
り
え
な
い
や
う
な
一
瞬
間
」
を
求
め
る
詩
人
の
比
喩
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
他
方
の
「
焚
火
」
は
、
詩
人
の
セ
リ
フ
「
そ
れ
か
ら
焚
火
が

見
え
る
。
乞
食
が
火
に
当
つ
て
ゐ
る
」
よ
う
に
、
ベ
ン
チ
を
「
占
領
」
す
る

老
婆
の
比
喩
と
な
ろ
う
。

　

幕
切
れ
で
は
詩
人
が
息
絶
え
、
舞
台
は
も
と
の
公
園
に
戻
る
。「
詩
人
は
息

絶
え
て
斃
る
。
黒
幕
閉
ざ
さ
る
。
老
婆
、
ベ
ン
チ
に
腰
か
け
て
う
つ
む
き
ゐ

る
。
や
が
て
所
在
な
げ
に
吸
殻
を
ひ
ろ
ひ
は
じ
む
。
こ
の
動
作
と
相
前
後
し

て
、
巡
査
登
場
し
て
徘
徊
す
。
屍
を
見
つ
け
て
、
か
ゞ
み
こ
む
」。
巡
査
は
詩

人
の
死
を
老
婆
に
訊
問
し
、
次
の
セ
リ
フ
を
語
る
。

巡
査　

ふ
ん
、
お
い
、
そ
こ
で
焚
火
を
し
ち
や
い
か
ん
つ
た
ら
、（
ト
下
手

へ
呼
び
か
け
）
用
が
あ
る
か
ら
、
そ
こ
の
や
つ
ら
、
こ
つ
ち
へ
来
て
く

れ
。（
浮
浪
者
二
人
登
場
）
さ
あ
、
手
つ
だ
つ
て
、
こ
の
行
倒
れ
を
署
ま

で
運
ん
で
く
れ
。（
三
人
、
屍
を
は
こ
ん
で
退
場
）

　

詩
人
が
「
花
火
が
消
え
た
」
よ
う
に
死
ん
だ
の
に
対
し
、
老
婆
は
焚
火
が

公
園
に
残
る
よ
う
に
生
き
続
け
る
。「
花
火
」
が
死
、「
焚
火
」
が
生
を
象
徴

す
る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
巡
査
の
登
場
と
詩
人
の
屍
で
あ
る
。
堂

本
正
樹
は
こ
の
巡
査
と
浮
浪
者
を
「
端
役
」
と
呼
び
、
三
島
の
「
劇
作
に
未

熟
で
あ
っ
た
時
代
の
し
っ
ぽ
で
あ
る（（2
（

」
と
批
判
し
た
が
、
彼
ら
端
役
は
、
詩

人
の
屍
を
運
ぶ
た
め
に
登
場
し
て
く
る
。
詩
人
は
戦
死
者
の
埋
葬
場
で
あ
っ

た
日
比
谷
公
園
に
屍
を
遺
し
、
戦
時
下
に
は
埋
葬
地
で
あ
っ
た
こ
の
場
所
の

記
憶
を
蘇
ら
せ
て
い
く
。

　
「
焚
火
」
を
現
実
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
と
、
巡
査
と
い
う
「
端
役
」
は

公
園
の
消
防
の
た
め
に
登
場
さ
せ
ら
れ
た
と
も
解
釈
で
き
よ
う
。
日
本
の
消

防
行
政
は
、
戦
前
ま
で
に
は
警
察
行
政
の
中
で
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
低
い
分

野
に
属
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
魚
谷
増
男
に
よ
れ

ば
、
警
察
消
防
制
度
の
改
革
が
敢
行
さ
れ
た
の
は
占
領
時
代
の
こ
と
で
あ
り
、

G
H
Q
公
安
課
主
任
消
防
行
政
官
エ
ン
ゼ
ル
に
よ
っ
て
、
警
察
か
ら
消
防
を

分
離
し
て
分
権
的
な
消
防
制
度
が
創
立
さ
れ
、
火
災
予
防
の
面
を
重
視
す
る

予
防
消
防
の
制
度
が
確
立
さ
れ
た（（2
（

。

　

巡
査
が
公
園
の
焚
火
を
止
め
る
行
為
に
は
、
G
H
Q
の
介
在
の
具
体
的
な

痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
を
拾
う
老
婆
、「
う
す
汚

れ
た
若
」
い
詩
人
、
ベ
ン
チ
に
相
擁
し
て
い
る
恋
人
た
ち
、
火
に
当
っ
て
い

る
乞
食
と
い
っ
た
人
物
が
出
現
す
る
雑
多
な
公
園
を
、
巡
査
が
「
懐
中
電
気

を
ふ
り
ま
は
し
」
て
い
る
。
詩
人
の
死
よ
り
焚
火
を
消
す
こ
と
の
ほ
う
を
重

視
す
る
の
は
、
G
H
Q
に
よ
る
警
察
消
防
制
度
の
浸
透
が
あ
っ
た
が
ゆ
え
で

あ
ろ
う
。「
焚
火
」
は
、
生
を
象
徴
す
る
老
婆
の
比
喩
で
あ
る
一
方
、
巡
査
を

占
領
下
の
法
秩
序
を
守
る
存
在
と
し
て
際
立
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

舞
踏
会
の
場
面
で
、
老
婆
は
、「
踊
つ
て
ゐ
る
わ
。
窓
に
影
が
う
ご
い
て

る
。
踊
り
の
影
で
も
つ
て
窓
が
暗
く
な
つ
た
り
明
る
く
な
つ
た
り
す
る
。
妙

に
し
づ
か
だ
こ
と
。
焔
の
影
の
や
う
だ
」
と
い
い
、
こ
の
老
婆
の
独
り
言
か
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ら
鹿
鳴
館
の
レ
ト
リ
ッ
ク
が
匂
わ
さ
れ
て
い
る
。
鹿
鳴
館
の
舞
踏
会
の
影
が

窓
に
映
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
論
じ
た
よ
う
に
、「
焚
火
」
の
火
が
公
園
を
象

徴
す
る
と
す
れ
ば
、
対
照
的
に
「
影
」
は
鹿
鳴
館
の
表
象
と
な
ろ
う
。
鹿
鳴

館
＝
影
＝
虚
構
、
日
比
谷
公
園
＝
火
＝
現
実
と
い
う
対
極
的
な
構
造
が
認
め

ら
れ
る
。「
女
は
占
領
さ
れ
な
い
」
の
第
一
幕
で
も
、「
際
限
も
な
く
、
ひ
ろ

が
つ
て
ゐ
る
焼
跡
、
点
々
と
し
た
壕
舎
の
灯
、
み
じ
め
な
暗
い
不
潔
な
生
活
、

戦
争
の
一
番
み
に
く
い
傷
跡
が
闇
に
包
ま
れ
て
い
る
」
と
エ
ヴ
ァ
ン
ス
の
セ

リ
フ
を
借
り
て
、
敗
戦
後
の
風
景
を
表
出
し
て
お
り
、
本
作
と
同
じ
く
占
領

空
間
に
火
の
イ
メ
ー
ジ
を
刻
印
す
る
。
鹿
鳴
館
の
「
影
」
が
消
え
、
公
園
の

「
焚
火
」
が
残
る
。
本
作
は
虚
構
化
さ
れ
た
鹿
鳴
館
を
後
景
に
退
け
、
公
園
と

い
う
占
領
期
の
舞
台
を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
占
領
空
間
の
意
味

を
改
め
て
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

三
　
舞
踏
会
と
い
う
空
間

　

老
婆
の
回
想
あ
る
い
は
幻
想
を
通
し
て
喚
起
さ
れ
る
鹿
鳴
館
の
シ
ー
ン
で

は
、
老
婆
は
明
治
期
の
貴
婦
人
小
町
に
変
身
し
て
い
く
。

詩
人　

わ
か
つ
た
か
ら
昔
の
話
を
し
て
く
れ
。
八
十
年
、
ひ
よ
つ
と
す
る

と
九
十
年
か
な
、（
指
で
数
へ
て
み
て
）い
や
八
十
年
前
の
話
を
し
て
く
れ
。

老
婆　

八
十
年
前
…
…
私
は
二
十
だ
。
そ
の
こ
ろ
だ
つ
た
よ
、
参
謀
本
部

に
ゐ
た
深
草
少
将
が
、
私
の
と
こ
ろ
へ
通
つ
て
来
た
の
は
。

　
「
八
十
年
前
…
…
私
は
二
十
だ
」
と
九
九
歳
の
老
婆
が
言
う
が
、
作
品
の
発

表
時
あ
る
い
は
本
稿
が
捉
え
直
し
た
占
領
期
か
ら
逆
算
す
る
と
、
何
れ
も
明

治
五
年
以
前
に
な
り
、
こ
の
時
代
に
は
い
ま
だ
鹿
鳴
館
は
存
在
し
て
い
な
い
。

詩
人
の
酩
酊
、
老
婆
の
記
憶
、
も
し
く
は
本
作
の
瑕
疵
が
そ
の
理
由
で
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
に
せ
よ
、「
八
十
年
前
」
と
い
う
数
字
の
辻
褄
が
合
わ
な
い

こ
と
は
、
鹿
鳴
館
と
い
う
時
代
設
定
自
体
が
完
全
に
虚
構
あ
る
い
は
幻
想
で

あ
る
こ
と
を
露
呈
さ
せ
る
。
そ
こ
で
、
舞
台
は
「
百
日
目
の
夜
」
と
な
り
、

老
婆
と
詩
人
が
「
ワ
ル
ツ
を
踊
り
ゐ
る
と
こ
ろ
へ
、
鹿
鳴
館
時
代
の
服
装
を

せ
る
若
き
男
女
ら
、
ワ
ル
ツ
を
踊
り
つ
ゝ
登
場
」
し
、
公
園
は
舞
踏
会
の
場

へ
と
変
貌
す
る
。

　

芥
川
龍
之
介
の
「
舞
踏
会
」（『
新
潮
』
一
九
二
〇
年
一
月
）
や
ピ
エ
ー
ル
・

ロ
チ
の
「
江
戸
の
舞
踏
会
」、
あ
る
い
は
三
島
の
「
鹿
鳴
館
」
は
、
上
流
階
級

の
視
点
に
よ
っ
て
恋
と
政
治
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
た
男
女
に
よ
る
鹿
鳴
館
の

舞
踏
会
を
描
く
作
品
で
あ
る（（2
（

。
三
島
は
、「
ロ
チ
と
芥
川
の
描
い
た
ま
さ
に
そ

の
当
日
の
舞
踏
会
が
」、
自
ら
の
戯
曲
「
鹿
鳴
館
」
の
舞
台
上
（
文
学
座
創
立

二
〇
周
年
記
念
公
演
、
松
浦
竹
夫
の
演
出
に
よ
る
初
演
の
舞
台
）
に
「
再
現

さ
れ
る
」
と
語
っ
て
お
り（（2
（

、
こ
れ
ら
の
先
行
テ
ク
ス
ト
を
意
識
し
て
い
た
こ

と
を
窺
わ
せ
る
。

　

芥
川
の
「
舞
踏
会
」
の
第
二
章
を
見
て
み
よ
う
。「
大
正
七
年
の
秋
で
あ
つ

た
。
当
年
の
明
子
は
鎌
倉
の
別
荘
へ
赴
く
途
中
、
一
面
識
の
あ
る
青
年
の
小

説
家
と
、
偶
然
汽
車
の
中
で
一
し
ょ
に
な
つ
た
。
青
年
は
そ
の
時
網
棚
の
上

に
、
鎌
倉
の
知
人
へ
贈
る
べ
き
菊
の
花
束
を
載
せ
て
置
い
た
。
す
る
と
当
年

の
明
子
―
今
の
H
夫
人
は
、
菊
の
花
を
見
る
度
に
思
ひ
出
す
話
が
あ
る
と
云

つ
て
、
詳
し
く
彼
に
鹿
鳴
館
の
舞
踏
会
の
思
ひ
出
を
話
し
て
聞
か
せ
た（（2
（

」。
H

夫
人
は
小
説
の
最
後
に
登
場
し
て
く
る
が
、
老
夫
人
と
な
っ
た
女
主
人
公
が

青
年
に
鹿
鳴
館
の
舞
踏
会
の
思
い
出
を
話
す
と
い
う
構
成
は
、「
卒
塔
婆
小

町
」
に
も
承
継
さ
れ
て
い
る
。

　

で
は
、
本
作
は
鹿
鳴
館
の
舞
踏
会
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
か
。
右
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に
続
き
、
ワ
ル
ツ
が
終
わ
る
と
男
女
ら
の
談
笑
が
は
じ
ま
る
。

男
Ｃ　

小
町
は
ま
あ
な
ん
て
別
嬪
だ
ら
う
。

男
A　

月
あ
か
り
で
は
お
か
め
も
別
嬪
さ
。

男
B　

小
町
ば
か
り
は
さ
う
ぢ
や
な
い
。
あ
の
女
は
お
天
様
の
下
見
て
も

別
嬪
だ
。
月
あ
か
り
で
見
る
と
、
天
女
だ
、
ま
る
で
。

男
A　

容
易
に
男
に
な
び
か
な
い
か
ら
、
う
が
つ
た
噂
も
立
つ
道
理
さ
。

男
B　
（
英
語
を
喋
つ
て
は
一
々
翻
訳
を
つ
け
る
）
ヴ
ィ
ル
ジ
ン
、
つ
ま
り

生
娘
だ
つ
て
こ
と
は
、
こ
れ
は
い
は
ば
、
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
つ
ま
り
醜
聞

の
一
種
だ
か
ら
な
。

男
Ｃ　

深
草
の
少
将
も
よ
く
あ
そ
こ
ま
で
打
ち
込
ん
だ
よ
。
あ
の
思
ひ
や

つ
れ
た
顔
を
見
た
ま
へ
。
三
日
も
飯
を
喰
は
ん
や
う
だ
。

男
A　

軍
務
は
ほ
つ
た
ら
か
し
、
文
弱
の
徒
に
な
り
果
て
て
、
あ
れ
ぢ
や

あ
参
謀
本
部
の
同
僚
に
、
鼻
つ
ま
み
に
な
る
の
も
当
然
だ
。

　

こ
こ
で
鹿
鳴
館
期
を
彷
彿
さ
せ
る
の
は
、
舞
踏
会
に
出
る
男
女
た
ち
の
「
う

が
つ
た
噂
」
で
あ
る
。「
容
易
に
男
に
な
び
か
な
い
」
小
町
は
、
百
夜
通
い
の

説
話
に
よ
り
近
世
前
期
に
定
着
し
た
、「
生
涯
一
人
の
男
性
と
も
交
わ
ら
な

か
っ
た
」
と
い
う
小
町
像
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る（（2
（

。
本
作
は
舞
踏
会
を
直
接

に
再
現
せ
ず
、
小
町
伝
説
に
ま
つ
わ
る
性
的
な
印
象
を
踏
襲
し
て
小
町
と
深

草
少
将
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
作
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
百
夜
通
い
の
猥
雑
な
イ

メ
ー
ジ
は
鹿
鳴
館
の
舞
踏
会
に
も
重
な
り
合
う
。
明
治
一
六
年
、「
条
約
改

正
」
と
い
う
大
義
名
分
で
対
外
国
人
社
交
術
の
舞
踏
会
が
鹿
鳴
館
で
開
か
れ
、

舞
踏
熱
は
政
府
関
係
者
の
中
で
浸
透
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
否
定

的
な
論
評
が
数
多
く
提
起
さ
れ
た
。
明
治
二
〇
年
、『
女
学
雑
誌
』
は
社
説

「
姦
淫
の
空
気
」
に
お
い
て
、「
某
の
妻
す
で
に
某
に
通
じ
て
異
子
を
挙
た
る

は
君
未
だ
聞
か
ざ
る
歟
某
の
令
閨
夙
に
臭
聞
あ
り
て
近
来
遂
に
離
縁
せ
ら
る

之
も
君
等
の
未
だ
聞
か
ざ
る
所
歟
」
と
鹿
鳴
館
男
女
の
性
的
な
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
を
公
然
と
批
判
し
た
結
果
、
一
ヶ
月
の
発
禁
処
分
を
受
け
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
。

　

舞
踏
会
を
取
り
上
げ
た
『
女
学
雑
誌
』
の
社
説
に
つ
い
て
考
察
し
た
岡
田

章
子
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
舞
踏
会
は
「
實
に
戦
慄
し
て
之
を
有
害
と
断
ぜ

ざ
る
を
得
ざ
る
」
と
批
判
さ
れ
て
お
り
、
当
時
は
社
交
ダ
ン
ス
に
対
し
て
否

定
的
懐
疑
的
な
傾
向
が
強
か
っ
た（（3
（

。
永
井
良
和
に
よ
れ
ば
、
鹿
鳴
館
時
代
の

終
焉
後
、
民
間
に
も
ダ
ン
ス
を
愛
好
す
る
者
が
現
れ
た
と
い
う
。
ダ
ン
ス
ホ
ー

ル
が
商
業
化
さ
れ
た
の
は
一
九
二
四
年
頃
の
こ
と
だ
が
、
公
的
統
制
機
関
の

介
入
に
よ
っ
て
取
締
が
進
み
、
二
六
年
に
「
社
交
舞
踏
取
締
法
案
」
が
提
出

さ
れ
た
。
二
八
年
に
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
「
黄
金
時
代
」
を
迎
え
る
と
、「
舞
踏

場
取
締
規
則
」
が
規
定
さ
れ
制
度
化
さ
れ
た
。
外
来
文
化
に
対
す
る
不
寛
容

や
、
管
理
制
度
と
戦
争
な
ど
の
原
因
で
、
日
本
の
営
業
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
一

九
四
〇
年
一
〇
月
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

敗
戦
後
は
焼
け
残
っ
た
銀
座
の
地
下
空
間
が
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
つ
く
り
か

え
ら
れ
、
占
領
軍
の
「
特
殊
慰
安
施
設
協
会
」（
R
A
A
）
の
「
営
業
所
」
の

一
つ
で
あ
っ
た
「
キ
ャ
バ
レ
ー
部
」
の
管
轄
下
で
日
本
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は

復
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
前
の
法
令
の
あ
と
を
受
け
る
規
則
が
間
に
合

わ
ず
、
一
九
四
八
年
一
月
か
ら
「
風
俗
営
業
取
締
法
」
が
成
立
し
た
八
月
ま

で
の
八
カ
月
間
に
法
律
の
「
空
白
期
間
」
が
出
現
す
る
な
ど
、
運
営
は
混
乱

を
き
わ
め
た
と
い
う（（3
（

。
鹿
鳴
館
期
に
起
源
さ
れ
た
社
交
ダ
ン
ス
は
様
々
に
制

限
さ
れ
て
き
た
が
、
戦
後
に
お
け
る
そ
の
復
活
は
、
占
領
軍
の
力
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
。
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三
島
の
ダ
ン
ス
経
験
は
、
日
本
人
専
用
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
開
業
さ
れ
た
、

敗
戦
翌
年
の
一
九
四
六
年
、
数
寄
屋
橋
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
で
国
枝

史
郎
の
未
亡
人
に
ワ
ル
ツ
を
教
わ
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
う
。
四
七
年
の

正
月
に
三
島
は
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
・
サ
フ
ァ
イ
ア
を
つ
く
り
、
一
年
で
潰
し
て

し
ま
う
が
、
こ
の
時
代
は
三
島
の
「
ダ
ン
ス
狂
時
代
」
で
あ
っ
た（（3
（

。「
卒
塔
婆

小
町
」
と
「
鹿
鳴
館
」
に
お
い
て
舞
踏
会
に
出
る
男
女
が
常
に
ワ
ル
ツ
を
踊

る
の
は
、
ワ
ル
ツ
が
鹿
鳴
館
期
の
主
流
的
な
社
交
ダ
ン
ス
で
あ
る
の
に
と
ど

ま
ら
ず
、
三
島
自
身
の
占
領
期
の
ダ
ン
ス
体
験
と
も
か
か
わ
っ
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

短
篇
「
鍵
の
か
か
る
部
屋
」
で
は
、
占
領
期
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
描
き
出

さ
れ
て
い
る
。
一
九
四
七
年
に
大
学
を
出
て
財
務
省
に
入
っ
た
主
人
公
の
一

雄
は
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
人
妻
の
桐
子
と
知
り
合
い
関
係
を
持
つ
。
そ
の
ダ

ン
ス
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
ダ
ン
ス
は
性
的
な
も
の
で
あ
り
、「
実
際
粘
液
的
な

ダ
ン
ス
だ
つ
た
。
ど
い
つ
の
背
中
も
汗
で
つ
る
つ
る
し
て
ゐ
た
。
女
は
目
を

つ
ぶ
り
、
男
は
目
を
あ
い
て
ゐ
た
。
多
く
の
犬
が
後
肢
で
立
つ
て
踊
つ
て
ゐ

る
の
だ
。
か
う
い
ふ
芸
当
を
仕
込
む
に
は
、
は
じ
め
熱
し
た
鉄
板
の
上
で
、

熱
さ
の
あ
ま
り
四
つ
足
で
歩
い
て
ゐ
ら
れ
ぬ
よ
う
に
し
て
仕
込
む
の
だ
さ
う

だ
」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
桐
子
が
心
臓
脚
気
で
急
逝
後
、
一
雄
は
桐
子
の

九
歳
の
娘
を
「
引
き
裂
く
」
妄
想
に
つ
か
れ
、「
少
女
の
体
か
ら
絞
つ
て
精
製

し
た
」「
血
酒
」
を
飲
む
サ
デ
ィ
ス
ト
が
集
ま
る
誓
約
の
酒
場
の
夢
を
見
る
。

G
H
Q
に
よ
っ
て
復
活
し
た
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
対
照
的
に
、
誓
約
の
酒
場
が

政
令
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
と
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

男
性
作
家
に
よ
り
描
か
れ
た
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
は
、
戦
後
日
本

に
接
合
さ
せ
ら
れ
る
隠
喩
と
し
て
一
般
化
さ
れ
て
い
た
。
マ
イ
ク
・
モ
ラ
ス

キ
ー
は
、「
女
性
が
実
際
に
こ
う
む
っ
た
性
的
蹂
躙
を
抜
け
目
な
く
流
用
す
る

こ
と
で
、
占
領
時
代
の
記
憶
を
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
イ
メ
ー
ジ
に
依
存
し
た
国
民

的
ア
レ
ゴ
リ
ー
へ
と
構
築
す
る
。
娼
婦
た
ち
の
物
語
を
国
家
の
物
語
へ
と
す

り
か
え
、
国
家
主
義
的
視
点
か
ら
占
領
時
代
を
再
編
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

間
違
い
な
く
日
本
人
男
性
も
、
占
領
軍
に
犯
さ
れ
た
女
性
た
ち
と
同
じ
く
れ
っ

き
と
し
た
犠
牲
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
」
と
、
占
領
後
に
女
性
の
「
犠

牲
者
」
と
し
て
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
結
び
つ
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（（3
（

。
誤
解
を
招
か
ぬ
よ
う
注

し
て
お
く
が
、「
国
策
売
春
」
の
悪
名
で
知
ら
れ
た
戦
中
の
慰
安
所
と
は
異
な

り
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
内
で
は
売
春
営
業
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
こ
こ

で
三
島
作
品
に
関
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
エ
リ
ー
ト
官
吏
で
あ
る
男
性
が
ダ

ン
ス
ホ
ー
ル
で
女
性
と
出
会
う
と
い
う
構
図
で
あ
る
。「
鍵
の
か
か
る
部
屋
」

の
一
雄
と
桐
子
ば
か
り
で
な
く
、「
女
は
占
領
さ
れ
な
い
」
の
占
領
軍
政
治
局

長
エ
ヴ
ァ
ン
ス
と
伊
津
子
も
、
同
様
の
構
図
に
収
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
男
性
の
描
き
方
、
あ
る
い
は
支
配
階
級
へ
の
諷
刺
は
三
島
自
身
の
経
験
に

基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
三
島
は
、
一
九
四
七
年
一
二
月
に
任
官
、
翌
年
九

月
に
退
官
し
て
お
り
、
こ
の
間
、
大
蔵
官
僚
と
し
て
占
領
下
政
府
の
末
端
に

あ
っ
た
。

　

エ
リ
ー
ト
男
性
は
「
卒
塔
婆
小
町
」
に
も
登
場
す
る
。
性
的
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
が
噂
さ
れ
る
小
町
の
と
こ
ろ
へ
百
夜
通
い
を
し
て
い
た
、
参
謀
本
部
の
深

草
少
将
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
女
性
と
エ
リ
ー
ト
の
男
性
と
い
う
組
み

合
せ
が
、
占
領
期
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
描
い
た
作
品
に
見
ら
れ
る
構
図
を
反

復
し
て
い
る
。
し
か
し
、
深
草
少
将
は
「
文
弱
の
徒
に
な
り
果
て
て
」、
百
夜

通
い
が
叶
う
こ
と
な
く
死
ん
で
し
ま
う
。「
軍
務
は
ほ
つ
た
ら
か
し
、
文
弱
の

徒
に
な
り
果
て
て
、
あ
れ
ぢ
や
あ
参
謀
本
部
の
同
僚
に
、
鼻
つ
ま
み
に
な
る
」

と
言
わ
れ
た
深
草
少
将
は
、
日
本
人
男
性
の
無
力
や
不
能
を
象
徴
す
る
「
犠
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牲
者
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

改
め
て
冒
頭
の
ベ
ン
チ
の
論
争
に
戻
る
と
、
詩
人
の
こ
の
セ
リ
フ
に
興
味

を
そ
そ
ら
れ
る
。

詩
人　

ね
え
、
お
ば
あ
さ
ん
、
僕
あ
、
毎
晩
、
気
に
な
つ
て
仕
様
が
な
い

ん
だ
。
何
だ
つ
て
決
つ
た
時
刻
に
、
こ
こ
へ
来
て
さ
、
折
角
坐
つ
て
ゐ

る
人
を
追
ひ
出
し
て
ベ
ン
チ
に
坐
る
ん
だ
。

老
婆　

あ
ん
た
の
文
句
は
こ
の
ベ
ン
チ
か
い
。
ま
さ
か
ヤ
ア
公
ぢ
や
る
ま

い
し
、
場
銭
を
と
り
に
来
る
柄
か
い
。

　

詩
人
の
セ
リ
フ
は
、
老
婆
に
対
し
て
舞
踏
場
の
利
用
資
格
を
尋
問
し
て
い

る
と
も
読
み
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。
鹿
鳴
館
期
に
せ
よ
占
領
期
に
せ
よ
、
舞
踏

会
の
機
能
に
照
ら
し
て
い
え
ば
、
九
九
歳
の
乞
食
の
老
婆
は
舞
踏
会
へ
の
参

加
資
格
を
持
た
な
い
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
老
婆
は
「
ア
ベ
ッ
ク
用
」
の

ベ
ン
チ
に
坐
り
、「
別
段
わ
た
し
が
追
ひ
出
す
わ
け
ぢ
や
あ
な
い
、
わ
た
し
が

坐
る
と
、
あ
い
つ
ら
が
追
ん
出
る
だ
け
の
こ
と
さ
」
と
弁
解
す
る
。
こ
こ
で

は
、
乞
食
の
老
婆
の
登
場
す
る
舞
踏
会
の
場
が
、
占
領
期
の
無
秩
序
な
混
乱

し
た
空
間
の
隠
喩
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

戯
曲
「
女
は
占
領
さ
れ
な
い
」
は
、
接
収
住
宅
や
接
収
公
園
と
い
っ
た
占

領
空
間
を
よ
り
直
接
に
取
り
上
げ
た
作
品
で
あ
る
。
時
は
「
昭
和
二
十
×
年

米
軍
占
領
下
の
時
代
」、
第
四
幕
は
、「
横
浜
の
山
下
公
園
。
公
園
中
央
部
広

場
の
海
に
面
し
た
部
分
。
背
景
は
黒
い
夜
の
海
の
遠
く
に
紅
い
灯
台
の
灯
や
、

停
泊
し
て
ゐ
る
船
の
灯
台
が
見
え
る
」
と
接
収
公
園
を
描
き
出
し
て
い
る
。

舞
台
は
、
こ
の
戯
曲
が
発
表
さ
れ
た
五
九
年
に
接
収
解
除
と
な
っ
た
横
浜
の

山
下
公
園
で
あ
る
。
戦
後
の
横
浜
は
、
日
本
占
領
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

港
湾
施
設
の
九
〇
％
、
市
街
地
の
二
七
％
が
接
収
さ
れ
て
い
た（（3
（

。
接
収
中
、

G
H
Q
は
日
本
の
商
船
隊
と
港
の
復
興
を
含
む
海
運
統
制
政
策
を
展
開
し
、

日
本
の
す
べ
て
の
商
船
を
統
制
し
て
い
た（（3
（

。
戦
後
の
横
浜
港
の
動
向
を
調
査

し
た
石
丸
安
蔵
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
に
よ
っ
て
当
地
は
商
業
港
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
接
収
解
除
が
大
幅
に
遅
れ
、
講
和
条
約

の
締
結
を
機
に
徐
々
に
解
除
が
進
ん
で
い
っ
た
と
い
う（（3
（

。
こ
こ
で
「
停
泊
し

て
ゐ
る
船
」
は
、
G
H
Q
が
統
制
し
た
商
船
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
船
」
と
い
う
占
領
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
三
島
戯
曲
に
お
い
て
散
見
さ
れ
る
。

例
え
ば
、「
愛
の
不
安
」（『
文
芸
往
来
』
一
九
四
九
年
二
月
）
で
は
、
密
輸
船

の
乗
組
員
の
弟
で
あ
る
繁
は
人
を
殺
し
、
高
飛
び
す
る
た
め
に
そ
の
密
輸
船

を
待
つ
。
海
岸
沿
い
に
あ
る
倉
庫
で
繁
は
恋
人
の
道
子
と
結
ば
れ
、
二
人
の

間
の
「
未
来
の
胎
児
」
が
「
船
員
の
服
装
」
を
し
て
登
場
し
て
く
る
。
発
表

時
は
朝
鮮
戦
争
よ
り
早
い
が
、
道
子
が
買
物
袋
か
ら
パ
ン
、
ジ
ャ
ム
、
林
檎
、

煙
草
な
ど
の
密
輸
品
を
取
り
出
す
場
面
に
は
、
占
領
期
の
痕
跡
を
見
て
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
モ
ノ
ロ
ー
グ
劇
「
船
の
挨
拶
」（『
文
芸
』
一
九
五
五
年
八
月
）
で

は
、
海
上
安
保
庁
の
若
い
灯
台
員
益
田
一
郎
が
、
日
が
な
一
日
、
伊
良
湖
水

道
に
面
し
た
小
島
に
あ
る
見
張
り
小
屋
で
海
を
眺
め
つ
つ
、
通
り
す
ぎ
る
船

か
ら
の
応
答
を
期
待
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
。
そ
の
時
、
船
名
の
な
い
奇

妙
な
船
が
入
っ
て
く
る
。
船
内
の
何
者
か
か
ら
小
銃
で
撃
た
れ
た
が
益
田
は
、

「
待
つ
て
ゐ
た
も
の
が
、
た
う
と
う
来
た
ん
だ
」
と
言
っ
て
倒
れ
て
死
ぬ
。
こ

の
よ
う
な
「
船
」
の
観
念
的
な
扱
い
や
、
期
待
す
る
も
の
が
来
た
ら
死
ぬ
と

い
う
設
定
は
、「
卒
塔
婆
小
町
」
に
も
共
通
し
て
い
る
。
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詩
人　

き
い
て
下
さ
い
、
何
時
間
か
の
ち
に
、
い
や
、
何
分
か
の
ち
に
、

こ
の
世
に
あ
り
え
な
い
や
う
な
一
瞬
間
が
来
る
。
そ
の
と
き
、
真
夜
中

に
お
天
道
さ
ま
が
か
が
や
き
だ
す
。
大
き
な
船
に
い
つ
ぱ
い
風
を
は
ら

ん
で
、
街
の
ま
ん
な
か
へ
上
つ
て
来
る
。
僕
は
子
供
の
こ
ろ
、
ど
う
い

ふ
も
の
か
、
よ
く
そ
ん
な
夢
を
見
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
大
き
な
帆

船
が
庭
の
中
へ
入
っ
て
来
る
。
庭
樹
が
海
の
や
う
に
ざ
わ
め
き
出
す
。

帆
桁
に
は
小
鳥
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
と
ま
る
。

　
「
女
は
占
領
さ
れ
な
い
」
の
場
合
、「
船
」
は
現
実
の
占
領
を
体
現
し
て
い

る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
本
作
の
詩
人
の
夢
の
中
の
「
船
」
は
、
占
領
の
象
徴

と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
右
の
セ
リ
フ
を
発
し
た
詩
人
に
、
老
婆
が

「
ま
あ
、
酔
つ
て
い
ら
つ
し
や
る
ん
だ
」
と
言
う
。「
僕
は
子
供
の
こ
ろ
、
ど

う
い
ふ
も
の
か
、
よ
く
そ
ん
な
夢
を
見
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
」
と
い
う
詩

人
の
セ
リ
フ
は
、
前
半
部
分
の
老
婆
の
セ
リ
フ
「
昔
、
私
の
若
か
つ
た
時
分
、

何
う
な
顔
か
ぽ
う
ー
つ
と
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
自
分
が
生
き
て
る
と
感

じ
な
か
つ
た
も
ん
だ
」
と
対
称
的
な
構
造
を
成
し
て
い
る
。

　

鹿
鳴
館
で
「
む
か
し
小
町
と
い
は
れ
た
女
」
と
名
乗
っ
た
老
婆
の
も
っ
と

も
重
要
な
セ
リ
フ
「
私
を
美
し
い
と
云
つ
た
男
は
み
ん
な
死
ん
ぢ
ま
つ
た
。

だ
か
ら
、
今
ぢ
や
私
は
か
う
考
え
る
、
私
を
美
し
い
と
云
ふ
男
は
、
み
ん
な

き
つ
と
死
ぬ
ん
だ
と
」
に
つ
い
て
、
堂
本
正
樹
は
、
そ
れ
を
「
戦
後
大
急
ぎ

で
、
有
無
も
云
わ
せ
ず
否
定
さ
れ
た
「
過
去
」（
明
治
か
ら
敗
戦
ま
で
の
戦

前
）
を
、
墓
の
中
か
ら
主
張
す
る
声
」
と
し
て
解
釈
し
て
い
る（（3
（

。
だ
と
す
れ

ば
、「
理
想
化
さ
れ
た
過
去
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ（（3
（

」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
鹿
鳴

館
と
同
様
に
、
占
領
期
に
お
け
る
「
戦
前
」
と
い
う
「
過
去
」
も
、
憧
憬
を

込
め
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
に
老
婆
を
「
過
去
」
＝
「
戦
前
」
の
「
声
」
と
捉
え
る
な
ら
ば
、

「
焚
火
」
と
「
花
火
」
が
象
徴
す
る
老
婆
と
詩
人
の
対
照
的
な
構
図
が
さ
ら
に

明
瞭
に
な
っ
て
く
る
。「
焚
火
」
は
老
婆
と
「
生
」
を
象
徴
す
る
と
と
も
に
、

「
否
定
さ
れ
た
」「
戦
前
」
を
も
象
徴
す
る
。
そ
し
て
「
花
火
」
は
詩
人
と

「
死
」
を
象
徴
す
る
と
と
も
に
、
戦
後
の
占
領
期
を
象
徴
す
る
。「
焚
火
」
と

「
花
火
」
の
季
節
は
ず
れ
、
す
な
わ
ち
老
婆
と
詩
人
の
認
識
の
ず
れ
は
、「
過

去
」
＝
「
戦
前
」
と
「
現
在
」
＝
「
戦
後
」
の
齟
齬
を
表
現
し
て
い
る
と
解

釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
従
来
、
詩
劇
あ
る
い
は
観
念
劇
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

き
た
「
卒
塔
婆
小
町
」
は
こ
の
よ
う
に
、
占
領
空
間
を
刻
印
し
て
い
る
。
そ

し
て
本
作
は
、
第
一
の
開
国
と
第
二
の
開
国
を
重
ね
合
わ
せ
た
舞
台
の
二
重

構
造
を
通
し
て
、
占
領
時
代
を
空
間
的
に
表
象
す
る
と
い
う
射
程
を
も
つ
の

で
あ
る
。

＊
本
文
の
引
用
は
す
べ
て
、『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
』（
新
潮
社
）
に
拠
る
。

セ
リ
フ
を
引
用
す
る
際
に
、
ト
書
は
適
宜
省
略
し
た
。

＊
成
稿
に
際
し
て
は
、
文
部
科
学
省
「
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
向
け

た
大
学
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
創
設
事
業
」（
二
〇
二
三
年
度
）
の
助
成
を
受
け
た
。

注（
1
）	

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
『
近
代
能
楽
集
』（
解
説
）
新
潮
社
、
初
版
一
九
六
八

年
三
月
→
改
版
二
〇
一
四
年
八
月
、
二
六
二
頁

（
2
）	
三
島
由
紀
夫
「
卒
塔
婆
小
町
覚
書
」（『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
㉗
』
新

潮
社
、
二
〇
〇
三
年
二
月
）

（
3
）	

原
田
香
織
「『
卒
塔
婆
小
町
』
論
―
三
島
由
紀
夫
と
能
楽
」（『
日
本
文
芸
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論
稿
』
一
九
九
一
年
一
一
月
）

（
4
）	

有
元
伸
子
「
三
島
由
紀
夫
「
卒
塔
婆
小
町
」
論
―
詩
劇
の
試
み
」（『
近
代

文
学
試
論
』
一
九
八
五
年
一
二
月
）

（
5
）	
堂
本
正
樹
『
劇
人
三
島
由
紀
夫
』
鼎
書
房
、
一
九
九
四
年
四
月
、
二
〇
四
頁

（
6
）	
松
本
徹
『
三
島
由
紀
夫
の
思
想
』
鼎
書
房
、
二
〇
一
八
年
九
月
、
一
八
七
頁

（
7
）	

松
本
徹
「
占
領
下
の
無
秩
序
へ
の
化
身
―
『
鍵
の
か
か
る
部
屋
』」（『
三

島
由
紀
夫
短
編
小
説
』
鼎
書
房
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
8
）	

モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
松
本
徹
「
占
領
下
の
無
秩
序
へ
の
化
身
―
『
鍵
の
か

か
る
部
屋
』」（
前
掲
）
を
参
照

（
9
）	

関
礼
子
「
表
象
と
し
て
の
〈
鹿
鳴
館
〉
―
『
浮
雲
』
と
『
藪
の
鶯
』
を
め

ぐ
る
問
題
系
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要 

言
語
・
文
学
・
文
化
』
二
〇
一
三

年
三
月
）

（
10
）	

井
上
隆
史
「「
鹿
鳴
館
」
ま
で
の
道
」（『
三
島
由
紀
夫
の
演
劇
』
鼎
書
房
、

二
〇
〇
七
年
七
月
）

（
11
）	

三
島
由
紀
夫
「
美
し
き
鹿
鳴
館
時
代
―
再
演
『
鹿
鳴
館
』
に
つ
い
て
」

（「
新
派
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
一
九
六
二
年
一
一
月
→
『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集

㉜
』
新
潮
社
、
二
〇
〇
三
年
七
月
）

（
12
）	

堂
本
正
樹
『
劇
人
三
島
由
紀
夫
』
前
掲
、
二
〇
五
頁

（
13
）	

高
橋
和
幸
『
三
島
由
紀
夫
の
詩
と
劇
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
三
月

（
14
）	

白
幡
洋
三
郎
『
近
代
都
市
公
園
史
の
研
究　

欧
化
の
系
譜
』
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
五
年
三
月

（
15
）	

木
谷
真
紀
子
「
三
島
由
紀
夫
「
卒
塔
婆
小
町
」
論
―
三
つ
の
対
比
を
視
座

と
し
て
」（『
同
志
社
国
文
学
』
二
〇
〇
四
年
一
二
月
）

（
16
）	

西
島
雄
造
『
日
比
谷
松
本
楼
の
一
〇
〇
年
―
日
比
谷
公
園
と
共
に
』
日
比

谷
松
本
楼
、
二
〇
〇
三
年
九
月

（
17
）	

三
島
由
紀
夫
「「
鹿
鳴
館
」
に
つ
い
て
」（「
毎
日
新
聞
（
大
阪
）」
一
九
五
六

年
一
二
月
→
『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
㉙
』
新
潮
社
、
二
〇
〇
三
年
四
月
）

（
18
）	

「
聖
徳
太
子
以
来
の
三
つ
の
憲
法
が
、
い
ず
れ
も
外
圧
の
結
果
生
れ
た
鹿
鳴

館
的
性
格
を
持
っ
て
い
る
」
た
め
、
磯
田
は
戦
後
の
占
領
期
を
「
第
三
の
鹿

鳴
館
時
代
」
で
、
一
九
二
八
年
の
ケ
ロ
ッ
グ
・
ブ
リ
ア
ン
条
約
（
不
戦
条
約
）

時
代
は
「
第
二
」
で
あ
る
と
い
う
。

（
19
）	

磯
田
光
一
『
思
想
と
し
て
の
東
京　

近
代
文
学
史
論
ノ
ー
ト
』
国
文
社
、

一
九
七
八
年
一
〇
月
、
一
三
二
頁

（
20
）	

堂
本
正
樹
『
劇
人
三
島
由
紀
夫
』
前
掲
、
二
〇
六
頁

（
21
）	

堂
本
正
樹
『
劇
人
三
島
由
紀
夫
』
前
掲
、
二
〇
四
頁

（
22
）	

木
谷
真
紀
子
「
三
島
由
紀
夫
「
卒
塔
婆
小
町
」
論
―
三
つ
の
対
比
を
視
座

と
し
て
」
前
掲

（
23
）	

佐
久
田
繁
『
東
京
占
領
』
月
刊
沖
縄
社
、
一
九
七
九
年
九
月
、
二
五
〇
頁

（
写
真
の
撮
影
は
一
九
四
八
年
六
月
一
日
）

（
24
）	

堂
本
正
樹
『
劇
人
三
島
由
紀
夫
』
前
掲
、
二
〇
九
頁

（
25
）	

魚
谷
増
男
『
消
防
の
歴
史
四
百
年
』
全
国
加
除
法
令
出
版
、
一
九
六
五
年
、

三
二
二
頁

（
26
）	

冉
小
嬌
「
三
島
由
紀
夫
「
鹿
鳴
館
」
論
―
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
チ
「
江
戸
の
舞

踏
会
」
と
芥
川
龍
之
介
「
舞
踏
会
」
と
の
比
較
を
通
し
て
」（『
早
稲
田
大
学

大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
二
〇
一
二
年
三
月
）
に
よ
れ
ば
、
三
島
は
「
鹿

鳴
館
」
に
お
い
て
明
治
を
美
化
す
る
芥
川
の
「
舞
踏
会
」
を
継
承
す
る
一
方

で
、
諷
刺
を
基
調
と
す
る
ロ
チ
の
「
江
戸
の
舞
踏
会
」
を
も
参
照
し
て
い
た
。

冉
は
こ
の
点
を
捉
え
て
、
猿
芝
居
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
ロ
チ
の
テ
ク
ス
ト

を
あ
え
て
「
明
治
の
も
つ
と
も
美
し
い
思
ひ
出
」
と
結
び
つ
け
る
三
島
の
視

線
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

（
27
）	

三
島
由
紀
夫
「「
鹿
鳴
館
」
に
つ
い
て
」
前
掲

（
28
）	
芥
川
龍
之
介
「
舞
踏
会
」（『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
五
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
年
三
月
）

（
29
）	

勝
又
基
「
小
野
小
町
は
貞
女
か
―
近
世
前
期
叢
伝
に
見
る
小
町
像
」（『
国
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文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
二
〇
〇
五
年
八
月
）

（
30
）	

岡
田
章
子
「『
女
学
雑
誌
』
に
お
け
る
欧
化
と
愛
国
」（『
年
報
社
会
学
論

集
』
二
〇
〇
六
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
31
）	
永
井
良
和
『
社
交
ダ
ン
ス
と
日
本
人
』（
晶
文
社
、
一
九
九
一
年
八
月
）
を

参
照
。

（
32
）	

三
島
由
紀
夫
「
ダ
ン
ス
時
代
」（『
婦
人
公
論
』
一
九
四
九
年
八
月
→
『
決

定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
㉗
』
新
潮
社
、
二
〇
〇
三
年
二
月
）

（
33
）	

マ
イ
ク
・
モ
ラ
ス
キ
ー
「
戦
後
日
本
の
表
象
と
し
て
の
売
春
3
」（『
み
す

ず
』
二
〇
〇
〇
年
二
月
）

（
34
）	

横
浜
市
総
務
局
市
史
編
集
室
編
『
横
浜
市
史
Ⅱ　

資
料
編
Ⅰ
』
大
日
本
印

刷
株
式
会
社
、
一
九
八
九
年
四
月
、「
刊
行
に
あ
た
っ
て
」
を
参
照

（
35
）	

『
G
H
Q
日
本
占
領
史　

第
54
巻　

海
上
輸
送
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一

九
九
八
年
一
〇
月
、
九
頁

（
36
）	

石
丸
安
蔵
「
朝
鮮
戦
争
と
日
本
の
港
湾
―
国
連
軍
へ
の
支
援
と
そ
の
影

響
」（『
防
衛
研
究
所
紀
要
』
二
〇
〇
七
年
二
月
）

（
37
）	

堂
本
正
樹
『
劇
人
三
島
由
紀
夫
』
前
掲
、
二
〇
六
頁

（
38
）	

久
保
田
裕
子
「『
鹿
鳴
館
』
の
時
代
―
明
治
の
欧
化
政
策
と
女
性
た
ち
」

（
佐
藤
泰
正
編
『
三
島
由
紀
夫
を
読
む
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
で

は
、
象
徴
と
し
て
の
鹿
鳴
館
は
「
滑
稽
な
猿
芝
居
と
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
か

ら
見
た
評
価
」
と
「
理
想
化
さ
れ
た
過
去
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
」
と
い
う
二

つ
の
評
価
が
形
成
さ
れ
て
き
た
と
指
摘
す
る
。
三
島
作
品
の
鹿
鳴
館
は
後
者

に
属
す
る
。

（
か
く　

し
せ
い
／
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
）




